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神鍼会初！東京都鍼灸師会共催
地域医療連携講座「診察学シリーズ」開催される

２ 016 年 6 月 5 日、慶應義塾大学信濃
町キャンパスにおいて、東鍼会共催

の第 1 回地域医療連携講座「診察学シ
リーズ」が開催さ
れました。講師に
国際医療福祉大学
の武田英孝教授を
お 迎 え し、200 人
を超える受講者で
盛況にスタート致
しました。武田教
授は、厚労省が進

めている特定行為看護師育成プログラム
の講師を務められている医療者で、「育
成」のプロフェッショナルです。東鍼会
の髙田常雄会長は、３年を掛けて、言う

なれば「鍼灸医」たる、地域医療のプロ
育成を目指しているとのことです。介護
も含めた地域医療連携に必要な共通言語

としての西洋医学
的知識を身につけ
ることで、多職種
の方々に鍼灸師を
大きくアピールし
ていくこともでき
ると熱く語ってお
られました。

神奈川県でも在
宅 医 療 お よ

び介護分野において、高齢化と介護職就
労人口の減少で、既に人手不足が始まっ
ております。そしてその分野では、地域

本講座の企画者
東鍼会　鳥海理事講師の武田英考教授
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における多職種と
の連携をしなけれ
ば医療の実施が難
しくなってきてい
る実態があり、か
つ地域包括ケアシ
ステムも地域の格
差はあるものの動
きだしております。そのような状況下で
我々鍼灸師は、チーム医療の一員として
既に乗り遅れてしまった現実をしっかり
受け止めながらも動き出さなければなり
ません。そうしていかないと業として
の鍼灸が衰退していく恐れがあります。
正々堂々と地域医療に参画していくため
には、医師と同等の目線で行動できる知
識や考え方が必要であり、これらをどう
具体的に活動していくかが師会の課題の
ひとつでもありました。そんな中、昨年
度に共催のお話があり、これはぜひ参加
していくべきとの結論の下、全 6 回講座
のうち 3 回を共催させて頂きました。

日鍼会の中でも最多の会員数を誇る東
鍼会としても、これほどの大人数の

参加者対応は初めてのことで、本当に準

備が大変でした。

私ども神鍼会は
ま だ ま だ 力

不足で、東鍼会に
おんぶに抱っこに
なってしまい、余
りお手伝いができ
ず申し訳なく思っ
ております。改め
て髙田会長はじめ師会の皆さま、今回講
師をして頂いた武田教授に厚く御礼を申
し上げます。貴重な講座に参加させて頂
き、ありがとうございました。

ひとつの師会では力不足でも師会同士
が集まれば大きな活動ができます。

29 年度も共催の活動を考えております。
将来の鍼灸師のために道を創ることも
我々の役目です。特に学生の皆さまには
多く参加して頂きたいです。学生特典と
いう先行投資は続けていきますし、近い
将来一緒に活動して頂ける方をいつでも
お待ちしております。私も勉強しないと、
この講座はテストもあるようです。大
変！！

会長代理で挨拶する私
東鍼会 髙田会長

慶應義塾大学信濃町キャンパス東校舎講堂　昭和 32 年竣工という歴史ある建物で勉強する雰囲気はばっちり
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円も掛かる薬があるそうです。医療費が

増加の一途をたどっていることに関して

は、行政および政治も問題としながら、

なかなか変わりません。これが日本の社

会の力学なのでしょう。しかし浅学です

が、歴史を見るとどこかで別の力が働き

方向が変わるときがあります。まさに、

私たちがその力を興すときでないでしょ

うか。それを願わずにはいられません。

私は日本が大好きです。国民性や気候

や風土、そして食物など、色々なものが

繊細で心の優しさを感じますし、変わっ

てほしくない部分です。鍼灸の業は、伝

統を守りながらも時代の変化に対応する

動きや知恵が求められています。患者対

応を含め東西両医学の知識および技術の

向上に務めることはもちろんのこと、仲

間を作りアピールしていくことも必要で

す。会員の皆さま、是非地域で存在感を

見せてください。それには仲間と協力し

て地域と関わりを持つことしかありませ

ん。面倒な部分もたくさんありますが、

信頼はその辺りから得られるものです。

これからも知識と技術を研鑽し続け、足

元をしっかりと固め、牛歩のスピードで

も一歩一歩着実に前へ進んで参りましょ

う。

この文章を書く前に、日本の人口が減

少に転じたと報道がありました。少子高

齢化が進んでいます。安倍首相が経済の

矢を放っても、国民の生活には届かない

ようです。むかし、坂上二郎というコメ

ディアンが「飛びます！飛びます！」と

言って舞台を駆けずり回っていたのと重

なります。植物は渇水など厳しい環境に

さらされると、種を増やして子孫を残そ

うとするようですが、日本の若者は昔に

比べると豊かな環境で育ちすぎ、色々な

欲がなくなっているように感じます。日

本は豊かになりすぎた故、少子化が助長

されているのでしょう。最近、会務で電

車移動することが多くあり、高齢者を車

内で見かけることが増えてきました。団

塊の世代が後期高齢者になるのも目前で

す。今後、迎える急激な人口減少に対

し、鍼灸も変化していく必要があるのか

もしれません。

そのような日本において、医療費はつ

いに40兆円を超えました。他師会の懇親

会で出会ったドクターは、「今は薬と検

査に膨大な金額がかかり、診療料などの

技術点数が低くてやっていくのが大変

だ」と言われていたのが印象的でした。

抗がん剤の中には一剤で一人年間3500万

会長　清水 慎司

巻・頭・言・・〜時代の潮流は刻々と〜
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災害医療の研修会を開催
去る 10 月 23 日（日）、神奈川県地域

労働文化会館にて第 1 回災害鍼灸医療支
援研修会を開催いたしました。他県師会
の会員や学生など、多くの参加があり、
この場を借りてお礼申し上げます。当研
修会は石川家明先生ご発議のもと企画さ
れたもので、第 1 回は、JIMTEF 災害
医療研修会の報告、避難所運営ゲームの
実施、災害鍼灸医療の実際を講義いたし
ました。報告は、災害医療体制の状況お
よびその中での鍼灸の立場、災害医療の
基礎知識について、伝えられる限りお伝
えしました。そして、避難所運営ゲーム

（HUG ゲーム）で災害を疑似体験するこ
とにより、災害という非日常の中でどう
考えればよいのか、どう動けばよいのか、
様々な気づきを得られたことと思いま
す。実際に東北や熊本の被災地および人
為災害現場での鍼灸医療支援を経験され
ている石川先生からは、日常診療スキル
を高め、医療資源になることの重要性を
ご講義いただきました。この後、少し災
害医療について記載したいと思います。
長文になりますが、お読みいただければ
幸いです。

阪神淡路大震災の後に
1995 年の阪神淡路大震災を受け、災害

拠点病院の設置、医師・看護師を中心と

した災害医療チーム DMAT（Disaster 
Medicine Assistant Team）の編成、災
害時情報システムの整備、広域搬送医療
計画と我が国における災害医療体制が本
格的に組まれました。2011 年の東日本大
震災では、震災直後に各地から DMAT
が現地入りしましたが、もともと発災後
48 時間という超急性期医療の支援チー
ムであるため、津波などの周辺環境を劇
的に変化させてしまうような自然災害に
対しては、活動の長期化への対応といっ
た課題が浮かび上がりました。

また、東日本大震災が発生した当時、
理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、
言語聴覚士（ST）などのリハビリテー
ション関連職種の方々は、被災側の受け
入れ体制を鑑み、資格の枠を超えた「リ
ハビリ」という一つの目的を達成する
ための団体 JRAT（Japan Rehabilitation 
Assistant Team）を立ち上げ、災害支
援のためにマニュアルの作成を進めてい
るところでした。先に発生した熊本大地
震では、DMAT とともに発災直後から
被災地に入り、急性期においても一医療
者として活動する仕組みが整えられてい
ます。また、栄養士の方々も厚生労働
省からの要請で食事面での支援に入る
ため、JDA-DAT（The Japan Dietetic 
Association-Disaster Assistance Team）
という組織ができ上がっています。
災害は待ってくれない

このように、災害医療の体制はすっか
りでき上がり、また、度重なる災害を経
験するごとに、その仕組みおよび支援者
のスキルアップのための研修は熟度を増
しています。鍼灸師が災害時に多面的に
活動ができ、その実績は確かに様々な団
体からも認められている部分があること

副会長　秦 宗広

災害鍼灸医療支援研修会
キックオフミーティング開催

参加者で記念撮影
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被災者や避難所のリスクを感じとること
ができるか？といった医療資源としての
人手です。いざというとき切れない刀で
は、無用の長物です。ではどうやって刀
を研いでおきましょうか？日頃の手入れ
が大事ですよね。つまり日常の診療を医
療資源として高いレベルで行うことが、
そのまま災害時のスキルにつながるので
す。
鍼灸師である前に

そして災害時の備えは、支援に行くこ
とだけではありません。自分たちの地域
において有事の備えをすることも「備
え」です。災害医療では、「平時から顔
の見える関係」の構築が大事だと言われ
ています。災害支援に関わる多くの職種
の方々が、お互いにどのような存在であ
るのかを認め合うことです。お互いを知
ることなしに、専門性は発揮されません。
そして、専門家である前に、それぞれが
一医療支援者であり、その前に一人の人
間であるわけです。この図式は地域医療
の実践にも当てはまります。地域医療に
携わるものとして、地域における医療的
問題を様々な職種の方と一緒に考えてい
かなければなりません。地域医療包括ケ
アの概念が叫ばれている昨今ですが、こ
ちらも災害医療同様、すでに包括の枠は
できあがっています。カラーは地域によ
り様々ですが、多職種が入りまじり、そ
れぞれが地域医療の担い手としての思い
を秘め、包括の輪を回して前進していま
す。医療資源であると認められることは、
ここでもやはり専門家である前に、皆と
知識を共有できるのかということになっ
てきます。是非、今後の活動にご参加下
さい。一人で学ぶのは大変です。皆で知
識を出し合い、共に学んで参りましょう。
そして、一医療支援者として医療の一端
を担える人間へと成長していきましょ
う。

は素晴らしいことです。しかし、日本の
災害医療体制という視点から眺めると、
すっかり蚊帳の外であるという事実も受
け止めなければなりません。リハビリ
テーション関連職種の方々は、2011 年
の時点で資格の枠を越え、マニュアル作
りを進めていました。私たち鍼灸関連
団体は未だにそれぞれの団体から被災
地に入っている状況で、過日に参加し
た JIMTEF の災害医療研修会において
も、窓口を一つにするように DMAT の
先生から指摘を受けていました。そのよ
うな状況でも時間は待ってはくれず、本
研修会が行われた２日前には、地震はな
いだろうと思われていた鳥取で震度 6 弱
の地震が起こり、東北では津波を引き起
こす地震が発生しました。いまやマグニ
チュード７級の地震は、日本列島のどこ
で発生してもおかしくありません。
日頃の手入れが大切

このような現状を打破するために、神
奈川県から災害鍼灸医療支援のあり方を
発信していこうではありませんか。災害
時に鍼灸医療で支援を行えるよう組織化
も必要です。動くためのマニュアルも作
成しなくてはなりません。そして何より、
鍼灸師一人一人のレベルアップが必要で
す。災害医療体制の枠には入れずとも、
鍼灸師が医療資源として活用してもらえ
ればよいのです。例えば医療支援に当
たっている医療者自身の支援を行うこと
もできます。医療支援が届きにくいとこ
ろもあるはずです。何より災害医療にお
いてはとにかく需要と供給のバランスが
崩れた状態です。今後 30 年以内に 70％
程度の確率で起こると言われている東海
から四国沖に発生する南海トラフ沖大地
震では、日本中の医療者を集めても、医
療支援には人手が足りないとシミュレー
ションされています。人手はあった方が
いい。ただし、バイタルはとれるか？そ
のバイタルが意味することは分かるか？
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レース前のパイオネックス施術が一段
落した 8：00 過ぎには、レース後の施術
に参加する先生方も合流し、朝のミー
ティングを行い本番に備えます。

ほどなくして、レース開始です。

我々も自分たちの本番に向け、準備を
万全にして備えます。そうこうしている
うちに完走、リタイアに関係なく徐々に
ランナーが帰ってきます。2 ～ 3 人で 1
つのベッドを担当し、代わる代わる施術
していきます。

ランナーの訴えや症状、希望に沿って
鍼とマッサージの施術を 10 分で行いま
す。短時間の問診でニーズを的確に把握
し、最小限の施術部位を選定しなければ
ならないという高度な臨床能力を求めら

昨年の第 1 回に引き続き、横浜マラソ
ンでのボランティア活動を行って参りま
した。今回も画像を交えながら当日の状
況をお伝えしたいと思います。

まず、レース前のランナーに対してパ
イオネックスでの施術です。昨年同様、
腰２穴、下肢６穴の左右計 16 か所のパ
イオネックスの貼付を行いました。

パシフィコ横浜の開場時間が 6：30、
レースが 8：30 スタートなので、施術も 6：
45 ～ 8：00 までの短時間勝負です。1 番
乗りでお越しいただいたお二人は、「昨
年受けて足がもったから、今年は着替え
る前に来たよ！」なんて仰ってくれまし
た。施術者 13 名で 143 人のランナーに
施術させていただきました。

川崎市多摩区　江波戸雄一

横浜マラソン 2016 鍼・マッサージボランティアを終えて

ミーティングの様子

受付の様子

レースの様子

パイオネックス施術の様子
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れる場だと思います。主訴は単なる筋肉
疲労というケースが多いですが、中には
込み入った症状をお持ちの方もいらっ
しゃいます。

今年はベッドが昨年の 33 床から 26 床
に減ったのにも関わらず、受付や誘導な
ど、運営面での効率を向上させることで、
昨年の 508 名を上回る 536 名のランナー
を施術することができました。それでも
受付終了の 16：30 まで途切れることな
くランナーが訪れていたため、最盛期に
は 70 名近い行列ができてしまいました。

今大会のランナーの不調の特徴とし
て、下肢および全身の痙攣を訴える方が
多かった点が挙げられます。私が見ただ
けでも 4 ～ 5 名はいらっしゃいました。
痙攣してしまったランナーは一様にビッ
ショリと汗をかいていたのですが、前日
までの 3 日間が冬のように寒かったのに
比べると、当日は曇ってはいたもののほ
んの少し気温が高くなっていたことが影
響したものと思われます。

また私が対処した中には、3 時間を切っ
て走ったにも関わらず長袖のシャツとラ
ンパンの下にスパッツを着て走った方
や、ハイネックのシャツを着ていた方も
いました。予想よりも寒くならなかった
気候と寒さを警戒し過ぎての過度な防寒
が多量の発汗を招き、今回痙攣を訴える
ランナーが増えてしまった大きな要因の
一つかと思います。もちろん百戦錬磨の
朝日山一男先生の落ち着いた対応で、痙
攣したランナーも無事回復して帰ってい
かれました。

活動後には技能文化会館で打ち上げを
行いました。お 1 人ずつ一言いただくな
どして親睦を深めました。

施術に参加していただいた先生方、サ
ポートしてくれた神奈川衛生学園の学生
さん、関係者の皆さん、お陰で多くのラ
ンナーの施術をすることができました。
次回以降もより良い形でボランティアが
できるよう活動していきたいと思ってい
ますので、どうかご協力よろしくお願い
します。

次回の横浜マラソンは、2017 年 10 月
29 日に開催が決定いたしました。ラン
ナーも 3,000 人増え、当ボランティアも
混雑が予想されますので、ぜひご参加く
ださい。一緒にランナーをサポートしま
しょう！

打ち上げの様子

行列ができ、大活躍の学生

施術の様子
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副会長　窪田　勤　学術部長　藤田洋輔（聞き手：編集部）

PLAY・BACK・学術講習会＆イブニングセミナー

す。」
窪田　「そうですね。しっかり伝えてい
くこと、また我々がその術を身につける
ことが、業団には求められていると思い
ます。」
藤田　「上原先生は私と同じ呉竹学園の
教員ですが、鍼灸学会の安全性委員でも
おられます。また杏林大学解剖学教室で
経穴部位の局所解剖を研究され、書籍も
出版されています。」
窪田　「感覚に頼るのではなくて、正し
い知識に担保された安全な技術、まさに
『外界』に出て行くために必要なツール
でした。」　　

編　「5 月の第 1 回イブニングセミナー
はメディコ新宿の町田雅秀先生。医学博
士も取得されてい
て、大学で講師も
なさっています。
内容は頭痛に対す
る鍼灸臨床の実際
でした。」
窪田　「安全な後頭
下筋群への刺鍼方
法、大後頭神経な
どの後頭部の皮神
経への刺激方法、

編集部（以下　編）　「今年度は、当会認
定の年間受講修了証を会員の方へ発行す
ることにしたそうですね。」
藤田　「はい。実は、今年度より医療分
野別に学術講習会のプログラムを組む
ことにしたことが背景にあります。そし
て、広く会員の皆さまへそれを享受して
いただき、知識以外の面でもメリットが
出せればと考えました。」
窪田　「最近は、講習会の参加人数が少
なくなっていますが、それによりメリッ
トを享受される会員が少ないようで残念
です。」
藤田　「会員の皆さまの臨床における悩
みを知りたいです。色々な声をお聞かせ
いただき、反映させて、より良い講習会
にしていきたいです。会員の皆さま、是
非お聞かせ下さい。」
窪田　「そうですね。来年度の予定も立
てないといけませんしね。」
編　「さて、今年度は残すところ、年明
けにイブニングセミナー 2 回と学術講習
会が 1 回となりました。これまでの講習
会を振り返っていきたいと思います。ま
ずは第 1 回学術講習会。講師は東鍼会会
長の髙田常雄先生と呉竹学園の上原明仁
先生でした。」
窪田　「髙田先生といえば在宅鍼灸の第
一人者ですよね。地域包括ケアが叫ばれ
る今だからこそ、学ぶことがたくさんあ
りました。自ら外に出ていかないと地域
包括の輪には入れてもらえないのです
ね。」
藤田　「鍼灸は他職種や国民からの理解
はまだまだ足りていませんが、実際に患
者さんから喜ばれるという現実もありま

髙田常雄先生（左）と上原明仁先生（右）

町田雅秀先生

東鍼会との共催も含め12回あった学術部の講習会を総括！今年度はどうだった？
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細な解剖学的知識と臨床事例に基づい
た、可動域の減少についてご講義いただ
きました。拘縮に対しても軟部組織や血
流状態へのアプローチは大切とのことで
した。」
窪田　「全身状態を改善する鍼灸治療
は、実は PT と核心を共有しているのか
もしれません。共有には鍼灸を共通言語
で説明できるようにならないといけませ
んね！」

編　「7 月のイブニングセミナーは東鍼
会副会長の岩元健朗先生をお招きして、
頸上肢痛の鍼灸臨床の実際でした。」
窪田　「遭遇した不適応疾患を題材とし
て、その鑑別と臨床のコツというご講義
でした。」
藤田　「岩元先生より問診のデモを供覧
いただき、病態を把握していく過程でど
のようなことを聞くべきか、どのように
聞いたらいいのかなど、問診のコツをラ
イブ感覚で学ぶことができました。」
窪田　「鍼灸院にリスクのある患者さん
は来院しないと言われますが、実は我々
が気づいてないだけなのかもしれませ
ん。リスクある患者さんがなぜ危険とわ
かるのか。それはなんとなくではなく、
こちらから常にアンテナを張り、必要の
ある情報を拾いにいかないとわかりませ
ん。」
藤田　「鑑別も地域で信頼される医療従
事者として大事な技術ですね。」

GOTS（大後頭三叉神経症候群）の存在
などなど。これも勉強になったなぁ、解
剖学をもっと勉強しないと・・」
藤田　「治療の根拠となる解剖学です
ね。座学とはまた違い、臨床をイメージ
した学習で面白かったですね。」
窪田　「パルスの使い方も参考になりま
した。」
編　「6 月は東鍼会共催の診察学シリー
ズでした。第１回となる今回は慶應大学
の講堂が満席という圧巻の光景でした。
それに中身のボリュームも圧巻だったよ
うで（笑）」
窪田　「神経系の診察が 3 時間ですから
ね。脳みそが汗だく（笑）」
藤田　「実際の臨床の技術なので実践し
たいですね。」
窪田　「次年度も共催を予定していま
す。今年度受講できなかった方は、来年
度は是非！」

編　「6 月は当会での学術講習会もあり
ました。テーマは肩でした。」
藤田　「この日は暑かった。そして講義
も熱かった！」
窪田　「２本立ての 1 本目、東京有明医
療大学の水出靖先生には肩関節周囲炎
の鍼灸治療についてご講義いただきまし
た。鑑別から治療までの最新知見でし
た。発症早期からのケアが重要。周囲炎
は治るからなんて言わずに、どんどん治
療院に来ていただかないと。」
藤田　「２本目はたちばな台病院の理学
療法士（PT）である塩島直路先生。詳

圧巻の講堂！詳しくは本誌トップ記事！！

水出靖先生（左）と塩島直路先生 ( 右 )
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窪田　「ボリュームがありすぎて 90 分で
は全然足りませんでした。心身のアンバ
ランスを整えると痛みが治まってくる。
まさに山の登り方は違えども、同じ頂を
見ているのだなと実感しました。塩島先
生の時も思いましたが、細かな理学療法
士の眼には脱帽です…。まだまだ勉強し
ないといけません。」

編　「さて、本年度の講習会は残すとこ
ろあと 3 回となりました。最後に会員の
皆さまへ向けてメッセージをお願いしま
す。」
藤田　「1 月・3 月のイブニングセミナー
はスポーツ領域、2 月の学術講習会は骨
盤機能と産後ケア、どれも第一線の先
生方にご講義いただきます。詳細は当会
ホームページやご案内をご参照くださ
い。どれも会員の皆さまの臨床の役に立
つ講習ばかりですので、是非ご参加くだ
さい。」
窪田　「また次年度も当会学術部では『ス
ポーツ領域』、『診察技術と知識のスキル
アップ』、『医療知識の最新知見』や『鍼
灸技術の向上』と、目白押しの内容を準
備しております。そして年間を通じ受講
されると、広くバランスの良い知見を得
られるよう構成しています。通常数万円
はかかる内容を会員価格で受講できます
ので、是非足をお運びください！」

（インタビュー：11 月吉日）

編　「10 月は明治国際医療大学の伊藤和
憲先生で、痛みの基礎とエビデンスに基
づいた鍼技法でした。」
藤田　「痛みの専門家として生理学的な
話と、そこからわかる鍼技法の使い分け
でしたね。」
窪田　「生理学研究者である伊藤先生の
考える、これからの鍼灸師としてのキー
ワードが養生とヘルスケアだとは…。
我々鍼灸師の本領を発揮するときです
ね！」
藤田　「鍼灸師として技術のスキルアッ
プ、理論的根拠のボトムアップ、社会経
済学的な鍼灸の意義、そして今後の指針
と多岐に渡る 180 分間でした。」

編　「痛みと言えば、疼痛シリーズで 11 月
のイブニングセミナーも痛みでしたね。」
藤田　「西鶴間リハビリテーションクリ
ニックの理学療法士（PT）である江原
弘之先生でした。慢性疼痛に取り組ま
れ、痛みのメカニズムと最新知見に加
え、認知、行動や PT としての患者への
関わり方、そして意識と身体機能の関わ
り方を講義していただきました。」

施術者役で問診をする清水会長（左）と岩元健朗先生（右）

実演する江原弘之先生

刺鍼する伊藤和憲先生
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これからのカナガワの話をしよう！！
〜全国部長会議、関東ブロック会議を振り返って〜

ツ鍼灸も共催する予定です。2020 東京オリン
ピック・パラリンピックに向け、我 も々知識・技
術ともにレベルアップする必要がありますから
ね。」
萱間　「そういえば、厚労省の開くカリキュラム
改善検討会で、業団としてかなりの要望を出し
ているそうですね。臨床実習の単位と時間が増
えるとのことで、業団としても実習を受け入れて
いく体制が必要になりそうです。」
清水　「会員の先生方の協力が必要になってく
ると思います。まず開業している理事は是非お
願いします。」
榊原　「従業員教育に加えて学生教育です
か。大変ですが、これからはやっていくしかな
いでしょうね。」
清水　「神奈川は公益社団として、会員のみな
らず会員の従業員や学生の資質向上にも取り組
んでいかなければなりません。スポーツ、在宅、
災害などやらなければならないことはたくさん
ありますが、既存の講習会だけでなく勉強した
い人が勉強できる環境が必要です。まずは事
務所をうまく活用して、研究会という形の自主
勉強会をどんどん開催していきたい。関東ブロッ
ク会議の特別講演でご登壇いただいた千葉大
和漢診療科の並木隆雄教授も、鍼灸の力を発
揮するためにもっと勉強して欲しいと仰っておら
れました。来年度はますます忙しくなるので、
理事の皆さん、よろしく！！」
一同　「は、はい！（ひえ～）」

藤田　「学術関連では、鍼灸の業に関わること
が多く挙げられました。また 2020 東京オリン
ピック・パラリンピックに向け、2017 年は東海
３県合同、2018 年埼玉、2019 年東京にて臨
床鍼灸スポーツフォーラムが開催されますね。
非常に興味深いです。」
吉田　「日鍼会報告では、仲野会長の本気が
ひしひしと伝わってきました。保険関連だと、
療養費の一部負担金制度推進に努めていると
のことでした。」
林　「会員であることが療養費の取り扱いにお
けるアドバンテージとなるといいですよね。組織
共済部長会議では、やはり会員数や鍼灸受療
率についての問題が上がりました。神奈川県で
は、枠組みを作ることにより会員数を増やすの
ではなく、入りたいと思われるような魅力ある
組織にしていこうと思います。受療率も同じで、
患者さんが鍼灸の良さを理解して、選ばれるよ
うになるのが理想です。」
秦　「普及活動としては、マラソンボランティア、
健康まつり、市民公開講座など、やっているこ
とは他県師会と大差ありません。どれも単発打
ち上げ花火としては、興味をもってもらえるもの
なのでしょう。どうやったら根付くのか？これか
ら神奈川ではそれを考え、各セクションと協力
し、実践していくことが必要となるでしょう。」
栗田　「協力と言えば、今年の東鍼会との共催
事業『診察学シリーズ』はかなりの反響があっ
たようですね。関東ブロック会議でも話題にな
りました。」
窪田　「診察学シリーズに加え、来年度はスポー

後列：　　　　栗田（財務）、林（組織共催）、萱間（広報普及）、榊原（保険）
前列：吉田（事務局）、秦（総務・副会長）、清水（会長）、窪田（学術・副会長）、藤田（学術）
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つぶやきReport・全国大会 in 福岡はどうだった？

ていた。（Y）
・ いつもの厳しい質問が出る一般講演です

が、当師会から登壇のお二人は立派に成し
遂げました。（M）

・ それほど広くないブースで聴講者は20名程
度だったが、質疑応答も活発に行われてい
た。（H）
★「小児鍼とスキンタッチ」
・ 会場は立ち見で溢れるくらい盛況であり、

入り口では入場を断るほどでした。（N）
★懇親会
・ 地域医療への貢献について、身の引き締ま

る思いとなりました。（Y）
・ 外観からは想像もつかない会場で、とても

煌びやかな雰囲気であった。（K）

★その他
・ 天気に恵まれた、非常に良い大会であった

と思います。（N）
・ 会場に関して、２階から３階へはエレベー

タが必須であり少々煩わしいことと会場内
での各部屋への移動が分かりにくいと感じ
ました。（K）

・ さすが食の福岡！ラーメン、水炊き、モツ
鍋、屋台と食べるもの全て旨かったい！（F）

・ 会場は狭かった。周りに食事を取る場所が
少なかった。（H）

・ 昨年の神奈川大会は、非常に高いレベルの
ものであったと改めて評価できた。（K）
★大阪大会に向けて
・ 来年は大阪です。何かしらの発見があると

思います。いろいろ厳しい状況ですが、参
加されてヒントや感じるものを探してみる
のもいいと思います。（S）

★開会式
・ 地域包括ケアをはじめとした地域医療への

貢献、学術・教育での改革や研鑽の話題が
挙がっていた。（F）

・ 医師や行政の方々からは、地域医療の一翼
として鍼灸への期待が。（T）
★県民公開講座「東西交流における日本の鍼灸」
・ 日本における医学の歴史を宣教師の活動を

通してしてお話しされており、非常に興味
深いものでした。（K）

・ 残念ながら途中退出にて肝心の鍼灸に関す
るところを聞けなかったのは心残りです
が、患者さんとの会話で今までにない分野
の話ができそうです。（N）

★一般口演
・発表することの難しさを痛感。（S）
・ 他の先生方の発表を聴講することで、実症

例を通じて、鑑別、治療および治療ペース
や回数などの患者対応を勉強することがで
きました！（K）

・ 発表者は各県師会の新進気鋭の若手ぞろ
い。当会では林邦昭先生、清水克紀先生の
お二人が発表。皆さま臨床家として成長し
た様子でした。（F）

・ 会場からの質問では、臨床症状や検査所見
について活発なディスカッションが行われ

昨年度の神奈川開催から早１年。今年度の全国大会in福岡はどうだったのか？参加者の声を集めました。

開会式の様子
懇親会の様子
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広報普及副部長　小泉ひかり

湘南国際マラソンケアボランティア体験レポート

てランナーの皆さま、大変お疲れ様でした。
2020 東京オリンピック・パラリンピックでの
ケアボランティアは、このような現場実績が
施術者の要件となるようです。会員の皆さま、
オリンピックでの施術経験も視野にいれて、
来年の横浜マラソン 2017 ケアボランティアの
現場を是非一緒に経験しましょう！

12 月 4 日（日）、素晴らしい天気に恵まれて
第 11 回湘南国際マラソンが開催されました。
神奈川県鍼灸マッサージ師会（神奈鍼）と当
会合同によるマラソンケアボランティアには、
施術者として 40 名（神奈鍼 33 名＋神鍼会 7 名）
の先生方にご参加頂きました。

昨年に比べて施術スペースが拡がり、学生
の見事な連携プレーも手伝って、過去最高と
なる 602 名ものランナーに来場していただき
ました（レース前円皮鍼施術：138 名、鍼マッ
サージケア：466 名）。レース前円皮鍼施術は
当会会員を中心に行い、「実際に記録が伸びた」

「痛かった所が痛くなく走れた」などの効果を
実感された声を多く頂戴しました。

ランナーの興奮した様子や歓喜の声、お祭
りのような賑やかな雰囲気は、現場ならでは
です。今大会、ご尽力頂いた先生方、そし

海沿いの景色を観ながら走れるのも魅力

神鍼会メンバーで。皆さまも来年は是非！

大磯ロングビーチの更衣室がケアブースに
7 時半の受付から途切れることはありませんでした

発　行　所：公益社団法人 神奈川県鍼灸師会
〒 231-0002
横浜市中区海岸通 4-21 倉田ビル 5F
TEL：045-228-8946
FAX：045-228-8979
e-mail：shinshinkai@iaa.itkeeper.ne.jp
URL：http://kanagawa.harikyu.or.jp/

発　行　者 ：清水 慎司（会長）
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制作・印刷 ：（株）キューアイ・マネージ
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編集後記編集後記
な風が強く吹いていることを感じています。その空気を
会員の先生方にお届けできればと考えながら会報の制作
に取り組みました。初めてのこともあり作業に四苦八苦
で、秦先生には色々とご迷惑をおかけしました。また、
タイトなスケジュールの中、製本・印刷をしてくださっ
たキューアイ・マネージの石井様には大変お世話になり
ました。この場を借りて感謝申し上げます。
　さあ、What time is it? – It’s game time!

What time is it? – It’s game time!　
（今何時だ？ - 試合開始だ！）
　1990 年代に NBA( 米プロバスケットボール ) にて３
連覇を２度達成したシカゴブルズの試合前の掛け声で
す。90 年代といえば、業界的には柔道整復養成校新設
の規制緩和による鍼灸・柔整専門学校乱立時代の幕開
けです。それから 20 年あまり経った現在、鍼灸学校は
名のある有名校も募集を停止するような状況となって
います。地域医療や家庭医といった言葉が日常的にな
りつつある状況からも分かるように、社会環境は鍼灸
が現代医学とともに活躍できる状態へと変化していま
す。それにも拘らず、本誌でも多くの場面で取り上げ
たように、鍼灸不在です。そして鍼灸師は相変わらず
積極的に選ばれる職業ではありません。現在の鍼灸の
状況を先人たちが知ったらどう思うでしょうか。古に
はなかった現代医学と一緒に活用すれば、きっとより
有効な医療技術になりえるだろうに、と考えているに
違いありません。
　そんな中、カナガワからはこの現状を打破するよう
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総 発 売 元 株式会社
本　  社： 〒225-0002　神奈川県横浜市青葉区美しが丘2-17-39
 TEL 045-901-5471㈹ FAX 045-902-9262
オンラインショップ  http://e-kenkou.jp/　E-mail  info@kanaken.co.jp

大阪営業所：TEL_06-6935-3016㈹ FAX_06-6935-3017
新潟営業所：TEL_025-286-0521㈹ FAX_025-286-8870
福島営業所：TEL_024-961-7211㈹ FAX_024-961-7221
仙台出張所：TEL_022-287-6273㈹ FAX_022-287-6218

ストッパーチップタイプ
タブ付

クリックオープンタイプ
タブなし

「タブ付」と「タブなし」は、お客様のご都合に合わせて様々な組み合せでご購入いただけます。 

刺すのは鍼だけ ノンシリコン鍼 EOG滅菌済 鍼管付 金属鍼柄

エチレンオキサイドガス滅菌済

お支払いはすべて
代金引換です。
（代引手数料無料）

違うサイズを混合で「1,000本」
（1箱100本入×10箱）
※ 値引き処理による表示金額。

CASE

B 6,200円＋税
1 本あたり

6.2円

同一サイズで「1,000本」
（1箱100本入×10箱）CASE

A 6,000円＋税
1 本あたり

6.0円
バラで1箱ずつ
（1箱100本入）CASE

C 700円＋税
1 本あたり

7.0円
1本あたり

5.8円

10ケース以上で「1,000本以上」
 ※1ケース（1箱100本入×10箱）
　ごとに違うサイズでも可。

CASE

D 58,000円～＋税

長さ
太さ

1寸
鍼柄＋30㎜

1寸3分
鍼柄＋40㎜

1寸6分
鍼柄＋50㎜

0番
φ0.14㎜ 白 白
1番

φ0.16㎜ 緑 緑 緑
2番

φ0.18㎜ 黄 黄 黄
3番

φ0.20㎜ 青 青 青
4番

φ0.22㎜ 桃 桃
5番

φ0.24㎜ 紫 紫

●お支払いはすべて代金引換です。（税別6,000円以上で代引手数料無料） ●税別10,000円以上で送料・代引手数料無料。 ●ご注文は、電話、FAX、インターネットより承ります。

タブなしタブ付

カナケンディスポ鍼
輝 タブ付
KN-145  100本入 CASE C  
KN-144  1,000本入 CASE A  
管理医療機器 認証番号 220AGBZX00166000

カナケンディスポ鍼
輝 OPタブなし
KN-132  100本入 CASE C  
KN-120  1,000本入 CASE A  
管理医療機器 認証番号 220AGBZX00166000

4Pタイプ
鍼×4、鍼管×1

1本あたり 5.8 円（税別）
価格が魅力の輝４Ｐタイプ

● 1パックに鍼4本
と鍼管1本。

● 使い易い８角鍼管。

カナケンディスポ鍼
輝 4P（200本入）
KN-146  1,160円＋税
認証番号 220AGBZX00166000
1箱200本入（1パック4本入×50パック）

    

公益社団法人公益社団法人公益社団法人公益社団法人    神奈川神奈川神奈川神奈川県県県県鍼灸師会鍼灸師会鍼灸師会鍼灸師会の皆様への皆様への皆様への皆様へ 

        医療事故からお守りします。医療事故からお守りします。医療事故からお守りします。医療事故からお守りします。                    病気・ケガの休業・医療費をカバーします。病気・ケガの休業・医療費をカバーします。病気・ケガの休業・医療費をカバーします。病気・ケガの休業・医療費をカバーします。    
はりはりはりはり師師師師、きゅう、きゅう、きゅう、きゅう師師師師、あん摩・マッサージ・指圧、あん摩・マッサージ・指圧、あん摩・マッサージ・指圧、あん摩・マッサージ・指圧師師師師賠償保険賠償保険賠償保険賠償保険            所得補償・傷害疾病・傷害所得補償・傷害疾病・傷害所得補償・傷害疾病・傷害所得補償・傷害疾病・傷害保険保険保険保険 
    
【特徴】【特徴】【特徴】【特徴】    

●会と三井住友海上とが会員のために昭和 49 年に創った保険です。  

●はり、きゅう、あん摩・マッサージ・指圧業務にかかわる医療事故

の保険です。 

●診療所の施設に起因する事故、介護予防事業に起因する事故も補償し

ます。お見舞金等のお支払いもあります。 

●会員が雇用した有資格の従業員も追加加入出来ます。  

●柔整師業務もオプション加入で対象になります。 

セット型（抜粋） SSSS300300300300    DXDXDXDX100100100100    50505050    

お

支

払

限

度

額 

年間保険料（施術所開設者） 9,1909,1909,1909,190 円円円円    6,9106,9106,9106,910 円円円円    5,6305,6305,6305,630 円円円円    

年間保険料（勤務鍼灸師） 6,5706,5706,5706,570 円円円円    5,4305,4305,4305,430 円円円円    4,5304,5304,5304,530 円円円円    

医療業務に

基づく事故 

身体 

１事故 3 億円 1 億円 5,000 万円 

１年間 3 億円 3 億円 15,000 万円 

建物施設に

基づく事故 

身体 

１名 3 億円 5,000 万円 2,500 万円 

１事故 3 億円 1 億円 5,000 万円 

財物 １事故 3 億円 1,000 万円 500 万円 

 

 【特徴】【特徴】【特徴】【特徴】    
●仕事中、私用中の病気・ケガで休診された時の収入を補償します。

天災（地震・噴火・津波）タイプも有。 

●入院されなくても補償されます。（所得補償） 

●ご自分の所得に応じて加入できます。（所得補償） 

●病気・ケガの医療費を補償します。（傷害疾病保険） 

●傷害疾病は、ご家族もご加入出来ます。 

●保険料は、10％割引（所得補償）と 5％割引（傷害疾病）でご加入

頂けます。 

    

※その他、損保・生保各種取扱いをしております。※その他、損保・生保各種取扱いをしております。※その他、損保・生保各種取扱いをしております。※その他、損保・生保各種取扱いをしております。 

（取扱代理店） 

株式会社株式会社株式会社株式会社    ウーベル保険事務所ウーベル保険事務所ウーベル保険事務所ウーベル保険事務所    

〒104-0041 東京都中央区新富 2-4-5 ニュー新富ビル 8F 

TEL 03TEL 03TEL 03TEL 03----3553355335533553----8552855285528552    ／ FAX 03-3553-8553 

（引受保険会社）  三井住友海上火災保険株式会社 
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